
舟津子ども会活動報告書 

 

① 子ども会の紹介 

 舟津子ども会には、1年生４名、３年生５名、５年生１名、６年生１名の計１１名が所属しています。育成会

役員は、会長１名、副会長１名、会計１名です。７世帯という少ない世帯数での活動ですが、行事などの係を話

し合ってそれぞれ決めて活動しています。行事によっては準備するものを分担し、一人の負担が少ないように手

伝い、みんなで協力しています。今年度も少人数での活動ですが、新１年生の加入者が増えたことで、年齢の近

い子ども同士の遊ぶ姿や高学年の子どもと仲良くする様子も見られて、楽しく活動をしています。 

 

② 令和６年度年間活動計画・報告 

月 活動名・行事名 場 所 人 数 内  容 実施 

４ 歓迎会 舟津公民館 １２ 自己紹介・ゲーム ○ 

５ 舟津ペーロン大会 舟津橋 １２ 自治会合同開催 ○ 

６ リーダー研修会 崎野自然公園 ２ 町子連主催のリーダー研修会 ○ 

６ 
廃品回収 

海の勉強会 
舟津公民館 １０ 

資源物の回収 

保全活動学習会 
○ 

７ 球技大会 町民体育館 １２ ドッヂビーに参加 ○ 

７ お楽しみ会 舟津公民館 １２ BBQ・花火・お泊まり ○ 

７～８ ラジオ体操 尻無川公園 １２ 早朝ラジオ体操 ○ 

１０ 町民体育大会 総合運動公園 １３ リレー・玉入れ他 ○ 

１２ 
廃品回収 

クリスマス会 
舟津公民館 

１０ 

～１２ 

資源物回収 

パフェ作り・ゲーム 
○ 

３ ６年生を送る会 舟津公民館 １２ ６年生のお別れ会・総会 未定 

 

 

③ 廃品回収・クリスマス会  

（１）開催日時・内容・日程 

日時：令和６年１２月８日（日） 

１１：００～１５：００ 

場所：舟津公民館 

内容：自宅や公民館で保管したダンボールや瓶を回収

後、搬送。昼食後、ゲーム、パフェ作り。 

 

（２）活動のねらい 

 資源物の回収をすることで、地域の人に子ども会の

活動を知ってもらうため。 

 

（３）安全対策 

 トラックに積む時の登り下りや道路に出た時の飛

び出しなどの注意。  

 感染症防止の換気や除菌アルコールなどを準備す

る。 

（４）計画・準備 

 廃品回収の係が、日時と場所を決めて、各家庭へ連

絡。当日、自宅にあるダンボールや瓶を持ち寄り、ダ

ンボールは倉庫に保管し別日に搬送、持ち込む。瓶は

当日に酒店に搬送して預ける。 

 クリスマス会は、お楽しみ会係で軽食の準備、パフ

ェ作りの連絡を取り合い、アイディアを出して、子ど

もが楽しめるクリスマス会を考えた。 

 

（５）当日の様子 

 廃品回収時は、低学年が多く、回収場所が川と道路

側の為、保護者が中心となって見守り、指示をした。

回収し、近くの酒店へ搬送した。 

 ダンボールや瓶のトラックへの積み込みは、子ども

達が一生懸命手伝っていた。今年度２回目の廃品回収

だったので子ども達もスムーズにできていた。瓶の入



ったケースを子ども達が協力して運ぶ姿を見て成長

を感じ、続けていく大切さを感じた。 

 廃品回収後、公民館へ戻り、昼食を済ませ、クリス

マス会を始めた。サプライズのチョコ板割り、ビンゴ

ゲームは景品がなくなるまでし、初の試みで、簡単な

パフェ作りを子ども達が頑張って作っていた。 

 

（６）感想 

 廃品回収ではみんなで協力して自分より大きなダ

ンボールを大人の手を借りながらもトラックに積む

姿を見て大変だったと思いましたが、楽しんでいるよ

うにも見えてよかったです。 

 クリスマス会は初めてだったので、子ども達も楽し

みにしていたと思います。係の人がサプライズで大き

なチョコレートを準備していて、一人ずつ板チョコを

ハンマーで割って大好評でした。ビンゴゲームでは、

子ども達も積極的に手伝ってゲームを進めている姿

を見られました。パフェ作りも色々な材料を工夫して

入れ、おいしそうなパフェができていました。 

 

  

 

 

 

④ 育成者視点で年間を通しての感想 

今年は、コロナ禍で中止されていた舟津ペーロン大会に参加することができました。行事での活動は、役員や

保護者同士の協力もあり、充実したものになったと思います。子ども達同士も活動の中で親睦を深める事ができ、

助け合って成長する事ができました。 

 

⑤ 来年度に向けて 

 高学年が少ないのもあって、減る人数は少ないですが、先のことを考えると不安もあります。子ども会での活

動や町子連や自治会などの行事に参加するためにも加入者を増やす努力が必要だと思います。 

 コロナ感染が落ち着いてきたので、地域のつながりを大切にして、一緒に活動をする機会を増やしていきたい

です。 


